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身分と人々のくらし
名前

月 日

古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治

今
日
の
問
い

江戸時代の人々はどのような身分に分けられ、どんなくらしをしていたのだろう。
語群はありません。習ったことを思い出して書こう。

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 百姓はおもに に住んで農業を営んだ。

2 五人組は、年貢の納入や の防止に連帯して責任を負った。

3 江戸時代の身分は、おもに へと受けつがれた。

4 差別された人々は、死んだ牛や馬の処理や などの仕事をになった。

5 城下町などに住み、商業や手工業をになった身分を という。

6 差別された人々は、住む場所や職業、服装などを された。

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 五人組は、数十戸ずつをまとめたしくみである。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

8 百姓は、人口の約85%をしめた。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

9 城下町では、武士は決められた区域に住んだ。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

10 庄屋は、村役人の中心となった。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

11 城下町について、正しいものを選びなさい。　( イ )

ア 百姓が領主に納めた税である イ 大名の城を中心に発達した町である

ウ 村役人の中心となった百姓である エ 人々を身分に分けて治めるしくみである

12 五人組について、正しいものを選びなさい。　( ア )

ア 数戸ずつをまとめ年貢や犯罪に連帯して責任を負わせ

たしくみである

イ 大名の城を中心に発達した町である

ウ 村役人の中心となった百姓である エ 土地を持たない百姓のことである
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